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2.53億 kl、 9,100 万 ～ 8,100 万 kl
で、全エネルギーの 46 ～ 44％、
15 ～ 14％に、2030 年では、2.56
























レファレンス 現行対策推進 追加対策 レファレンス
一次エネルギー
国内供給
512 576 602 585 569 607
エネルギー別区分 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
石油 271 53％ 263 46％ 258 43％ 247 42％ 236程度 41％ 233 38％
LPG 19 ４％ 19 ３％ 19 ３％ 19 ３％ 17程度 ３％程度 23 ４％
石炭 86 17％ 111 19％ 111 18％ 105 18％ 101程度 18％程度 106 17％
天然ガス 53 10％ 80 14％ 91 15％ 86 15％ 81程度 14％程度 108 18％
原子力 49 10％ 69 12％ 85 14％ 85 14％ 87程度 15％程度 90 15％
水力 22 ４％ 19 ３％ 21 ３％ 21 ４％ 21程度 ４％程度 20 ３％
地熱 ０ ０％ １ ０％ １ ０％ １ ０％ １程度 ０％程度 １ ０％
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1985 1990 1995 2000 2003
日本 4,435（7.6） 5,305（8.1） 5,784（8.4） 5,576（7.4） 5,451（7.0）
中国 1,810（3.1） 2,255（3.4） 3,390（4.9） 4,985（6.6） 5,982（7.7）
アジア（日本・中国を除く） 3,535（6.1） 5,360（8.2） 8,014（11.6） 9,406（12.5） 10,174（13.0）
アメリカ 15,170（26.0） 16,305（24.9） 17,725（25.6） 19,701（26.2） 20,071（25.7）
ドイツ 2,670（4.6） 2,710（4.1） 2,882（4.2） 2,763（3.7） 2,664（3.4）
フランス 1,790（3.1） 1,910（32.9） 1,893（2.7） 2,007（2.7） 1,991（2.5）
イタリア 1,730（3.0） 1,930（2.9） 1,987（2.9） 1,956（2.6） 1,927（2.5）
イギリス 1,630（2.8） 1,760（2.7） 1,757（2.5） 1,705（2.3） 1,666（2.1）
ロシア 4,910（8.4） 5,015（7.7） 2,934（4.2） 2,474（3.3） 2,503（3.2）
中東 2,980（5.1） 3,395（5.2） 4,028（5.8） 4,320（5.7） 4,480（5.7）
その他 17,765（30.4） 19,535（29.8） 18,766（27.1） 20,361（27.1） 21,203（27.1）
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　1919 年、米テキサスで設立。従業員 85,000 人、100 カ国以上で活動。現
在 2 社制。ESG：石油・天然ガス、上流のサービス、工業、建設。KBP：石油・
天然ガス、中下流のサービス、工業、建設。高度 MWD（Measurement While 
Drilling）、LWD（Logging While Drilling）技術／地下実写、生産、災害防止。
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文献５）（P. 31）、Kvenbolden 1999 より
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